
「鉄系高温超伝導の物理」

ARPESでみた鉄系超伝導体の超伝導ギャップと擬ギャップ
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これまで我々は、高分解能ARPESを用いて、主に BaFe2As2系のフェルミ面と超伝導ギ、ヤツプ

の報告を行ってきた。その結果、最適ドープ領域で、フェルミ面に依存したノードを持たない超

伝導ギ、ヤツプを観測し [1]、高温超伝導機構にバンド間散乱が密接に関係していることを示唆して

きた。また、過剰ドープ領域における超伝導の消失(抑制)がフェルミ面の消失(縮小)に密接に関

わっていると結論した [2]。本講演では、以下に示すトピックスについての最近の我々の ARPES

研究成果を紹介し、超伝導ギ、ヤツプ/擬ギ、ヤツプの普遍性や物質依存性について、電子構造の立場

から議論する。

1) Ba122系の超伝導ギ、ヤ、ソプのドープ量依存性 [3]とスケーリング則

2) Ba122系の不足ドープ領域における擬ギ、ヤツプと、銅酸化物との関連

3)その他の系 (11系， 111系， 21311系)における超伝導ギ、ヤツプ [4，5]とその普遍性
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